
Japanese Society of Microbial Ecology

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Soolety 　of 　Mloroblal 　Eoology

C −01

水田土壌か ら分離 した ホモ 酢酸生成菌

　 との うちあきお

　殿 内暁夫

弘 前大 ・農生

【目的】

　酢酸は 有機物の 嫌気的分解過程 にお ける 主要 な 中間代謝物 で あ り 、 水 田土壌か ら

放 出され る メタン の 60−90％が 酢酸由来 で ある と されて い る 。 ホモ 酢酸生 成菌 は水 素

／炭 酸ガス 、 蟻酸 、 アル コ
ー

ル 、 有機酸 、 糖等 の 多様な 基質 か ら酢 酸 を生成す る嫌

気性細菌で あ り、 水 田土壌 にお い て も酢酸生成 に重要な役割 をもつ と考 え られて い

る が 、 研究例は殆 どな い 。 また 、 ホモ 酢酸生成 菌 の 水素消費者 として の 役割 に も興

味が もたれ る 。本研 究 で は 、 水 田 土壌 にお ける ホ モ酢酸 生成 菌 の 役 割 を明 らか にす

る こ とを 目的 と し、水 田土壌 か らホモ酢 酸生成菌 を分離す る こ とを試 み た。

【方法】

　弘前大学農学生命科学部附属金木農場 の 湛水水 田 か ら採 取 した土 壌O．lg を30m1容

耐 圧チ ュ
ーブ中の 嫌気性細菌用無機塩培地 10m1 に加え水素／ 炭酸ガス （80 ：20）を基質

と し 、 20℃ で 静 置培 養 した 。分離 はア ガー シ ェ イ ク法 に よ り行 っ た。 メ タ ン 、 水

素 、 酢酸はガ ス ク ロ マ トグ ラ フ に よ り分析 し た 。 分離菌株 の 系統解析 は細菌の

16SrDNA に特異的な プ ライマ
ー を用 い てPCR 増幅 した 16SrRNA 遺伝子 の 配列 を決

定 して 行 っ た 。

【結果と考察 】　　　　　　　　　　　　　　　　
、

　集積培養液 に は運 動性 の 短桿菌 （非蛍光性） と運動性の ス ピ リル ム （蛍光 性）が

優 占 して お り 、 酢酸 と メ タ ン の 生成が確認 され た 。 分離菌株TM20 −2は運 動性 の グ

ラ ム 陽性桿菌（1．0− 1．2 μmX2 ．5−3．0 μm ）で水素 ／炭酸 ガス 、 蟻酸 、 乳酸 、 エ チ レン ．

グ リコ
ー

ル 、 グ リセ ロ
ー

ル 、 ピル ビ ン酸 、 グル コ
ー

ス 、 フル ク ト
ー

ス を基質 と して

増殖 し、 唯
一

の 生成 物 として 酢酸 を生 成 した 。0− 13M の NaC1 を含 む培 地 で 増殖が

可能で あ り至 適濃度 はく0．1M で あ っ た 。 増殖 可能 なpH 範 囲は6，0− 8．2で あ り至適pH

は6．3で あ っ た 。 4℃−37℃ の 範囲で 増殖 し、 至適 温度 は30℃ で あっ た 。 TM20 −2菌株

は 16SrDNA の 配 列 に 基 づ い た 系統解析 か らホ モ 酢 酸 生 成 菌Ace 亡obacterium

carbinolicum に も っ とも近縁で あ っ た 。
　TM20 − 2菌 株の 水 素消費速 度 、利 用可能 な

水 素 濃 度 と も 、 同 じ く 水 田 土 壌 か ら 分 離 し た 水 素 利 用 メ タ ン 生 成 菌

Methanospirillum　 TM20 − 1菌株 に劣 り、
　 TM20 − 2菌株の 水 田土壌 に おけ る水素消費

者 として の 役割は低 く、 主 と して 有機物か ら酢酸生成を行 っ て い る もの と考え られ

た 。
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